
 

「プラスチック・スマート」キャンペーンへの御参画のお願い 

環境省 

海洋プラスチック問題（プラスチックの海洋流出による環境汚染）は世界的

に喫緊かつ重大な課題であり、2019年6月に我が国で開催するG20でもテーマ

となる予定です。 

この問題の解決に向けては、世界全体で取り組んでいく必要があります。我

が国でも、個人・NGO・企業・研究機関・行政等の幅広い主体が一つの旗印

の下、連携協働して取組を進めていくことが重要です。 

このため、海洋プラスチック問題の実態を正しく理解し、ポイ捨て・不法投

棄の撲滅を徹底し、不必要なワンウェイ（使い捨て）のプラスチックの排出抑

制など、“プラスチックとの賢い付き合い方”を全国的に推進し、G20などの

機会を通じて、我が国の取組を国内外に発信していきたいと考えております。 

つきましては、貴社・団体におかれましても、本キャンペーンの趣旨に御賛

同の上、積極的に御参画いただけければ誠に幸甚です。具体的な参画方法は、

例えば以下のとおりですので、何卒よろしくお願い申し上げます。 

１．貴社・団体の取組の御登録 

貴社・団体で実施されている、若しくは今後実施予定のプラスチック対策の

取組について、特設キャンペーンサイト（http://plastics-smart.env.go.jp/）

を通じて御登録いただければ幸いです。登録いただいた内容は、ソーシャル

メディアはもとより、G20 などの機会を通じて世界に情報発信します。ま

た、同キャンペーンサイトより、本キャンペーンの参加者の対話・交流を促

進する「プラスチック・スマート」フォーラムへの御登録をお願い致します。 

２．ロゴマークの積極的な御活用 

貴社・団体におけるプラスチック対策を積極的に情報発信するため、ニュー

スリリース・商品カタログ・名刺などで、本キャンペーンのロゴマークを御

活用いただき、PR いただければ幸いです。 
 

【問い合わせ先】 

環境省 環境再生・資源循環局 リサイクル推進室 

０３－５５０１－３１５３（直通） 

担当：谷口（MOE_TANIGUCHI@env.go.jp） 

  丸山（YUTARO_MARUYAMA@env.go.jp）  

 



 

 



「プラスチック・スマート」 キャンペーンに
ついて

【キャンペーンの趣旨】
プラスチックによる海洋汚染が深刻な問題に
我が国が国内でこれまで実施してきた様々な取組と率先実行を国内外に
アピールし、国内外の更なる取組を促したい
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１．プラスチックごみによる海洋汚染の状況１．プラスチックごみによる海洋汚染の状況

出典：タイ天然資源環境省

2050年には魚の量を上回るとの試算も
観光、漁業にも影響が

出典：タイ天然資源環境省出典：UN World Oceans Day



２．世界の流出の実態２．世界の流出の実態
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年間約５００万～１３００万トン流出との推計
中国及び東南アジアからの流出が多い
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３．我が国におけるプラスチックの資源循環３．我が国におけるプラスチックの資源循環
プラスチック廃棄物 = 9.4百万トン/年 (全廃棄物（431百万トン）の２％ ）
リサイクル率= 24.8％,  リサイクル＋熱回収率 = 81.6％ （2013年時点）

※出典 Jambeck ら : Plastic waste inputs from land into the ocean, Science (2015)

漏出 ２～６万t ※ 
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４．参加頂きたい主体、取組の例４．参加頂きたい主体、取組の例
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ICC、アダプト・プログラム

JICA途上国支援

マイボトル・マイバッグ

分ける
ＡＩを用いた

廃プラ選別機

取組

主体
・ 各省庁 ・ 市区町村、都道府県
・ 業界団体 ・ NGO、NPO
・ 企業 ・ 個人、消費者 等

各省庁・業界団体・企業・自治体・NGOなどの幅広い主体から、海洋プラスチック問
題の解決に貢献する以下のような ”プラスチックとの賢い付き合い方” を募集します。

教える
出前授業

ー
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５．参加・発信方法（企業、自治体、NGOなど）５．参加・発信方法（企業、自治体、NGOなど）

○ 「プラスチック・スマート」 キャンペーンサイト
（ で検索）にアクセスし、取組を登録して下さい

○ 共通ロゴマークをダウンロードして下さい
→ ニュースリリース・商品カタログ・名刺などにロゴを付けてPR頂けます

環境省HPのトップページのほか、環境省公式twitter（約29万フォロワー）や報
道発表等で取組を紹介
国内外のイベント、「プラスチック・スマートフォーラム」が開催する国際シンポジウム
（2019年5～6月頃予定）等で取組を発信
英語で登録したものを、世界経済フォーラムの下の循環経済の官民連携プラット
フォーム 「PACE」 などと連携して、世界に発信
2019年6月のＧ２０エネルギー・環境関係閣僚会合の機会に、フォーラムで、優
れた取組について発表・表彰

○○は、プラスチックの徹底分別に取り組んでいます。

プラスチック・スマート

【ご登録頂いた取組の発信】

キャンペーンサイトから取組をご登録頂ければ、様々な方法で国内外に発信します。
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６．これまでの参加の状況（1/30時点）６．これまでの参加の状況（1/30時点）

環境省、経団連、セブン＆アイ、日本マクドナルド、積水ハウス、
イオン、三菱商事、兵庫県、沖縄県、北九州市、呉市など

１７６社・団体
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７．「プラスチック・スマート」 フォーラム

フォーラム（事務局：環境省委託先）

国際シンポジウム
の開催

例）G20などの機会に、
会員の取組等を発信

関係団体と連携した各種イベントの実施

海洋ごみ研究会（仮称）
・分野横断的な調査研究の推進

〇海洋プラスチックごみの削減に向け、“プラスチックとの賢い付き合い方”を全国的に推進する
「プラスチック・スマート」キャンペーンを更に強化することを目的として、「プラスチック・ス
マート」キャンペーンの参加者を始めとする様々な団体の対話・交流の促進するものとして設置。

○ フォーラムでは、関係団体とも連携し、大臣表彰の実施、国際シンポジウムの開催、各地域での
イベント等の実施等の情報発信・普及啓発を行うほか、研究者による最新の知見を共有する。

大臣表彰の実施

※会員は各界各層の企業・団体から広く募集（会費なし）
※本フォーラムは、主体間の連携が活性化するまでの間、
集中して活動。

海ごみゼロウィーク等、
各地域でのイベント等
との連携

調査研究／対策の推進

研究機関等 企業・
業界団体

ＮＧＯ・
ＮＰＯ

国

地方公共団体

フォーラムを通じて
対話・交流を活性化

民間団体

業界団体

地方公共
団体関係

関
係
団
体
と
の
連
携
実
施

イ
ン
プ
ッ
ト

実施

会員間の情報共有の促進、国際動向等の情報共有
（平成31年度より実施）
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